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沖縄総合事務局 開発建設部では、「沖縄振興計画」及び社会資本整備重点計画による

「沖縄ブロックの社会資本整備に係る地域の将来の姿」に基づき「活力」「安全」「環境」

「暮らし」の目標の実現に向け、事業と施策を展開します。 

具体的には、 

 

「平和で安らぎと活力のある沖縄県の実現」 を目指すため、 

  （１）自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり【   活力   】 

  （２）安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり 【   安全   】 

  （３）沖縄特有の豊かな自然環境の保全・創出     【   環境   】 

  （４）特性を生かした安らぎと活力ある地域づくり   【   暮らし   】 

 

の４つの目標の実現に向け、目標を達成すべき指標（アウトカム等）、達成するための事

業、施策を示すことにより、目標・成果に着目した事業を展開します。 

 

 

 

 

 

 

１ 平成１７年度の基本方針 

沖縄振興計画 （平成14年7月総理大臣決定）

社会資本整備重点計画

Ｈ15～19年度

（政策重視、成果重視）
・九つの事業分野の五カ年計
画を1本化した重点計画

公共事業コスト構造改革

Ｈ15～19年度
（総合コスト縮減率15％達成
：対14年度比）

三位一体の改革

Ｈ16～18年度

（国庫補助金・負担金4兆円削減）

投資経費の縮減

（公共事業関係費の見直し）

事業連携

地域間連携
（ＮＰＯ、
住民参加等）

計画設計、管
理の見直し

入札・契約の
見直し

積算の見直し
等

平和で安らぎと活力のある沖縄県の実現

選

択

と

集

中

（事
業
の
重
点
化
・集
中
化
）

(Ｈ16年3月公表)

◆横断的政策テーマ（４つの政策テーマに関する目標）

◆計画期間は、５ヶ年（H15～H19）及び概ね10年後

◆目標の実現に向け、達成すべき指標（アウトカム指標等）、主要事業、

主要施策を示す。

活力 安全 環境 暮らし

景観緑三法

景観法の制定

公布：Ｈ16年6月18日

景観計画の策
定

景観重要公共
施設施設の整
備

景観地区指定

沖縄振興計画
分野別計画

Ｈ17～19年度
（沖縄県）

策定中

防災機能の充実

観光振興と直結した社会
資本整備
○幹線道路整備等
○那覇空港の能力向上
○那覇港の沖合い展開
○渇水対策 等

沖縄ブロックの社会資本整備に

係る地域の将来の姿

◆計画期間は平成14年～23年 ◆沖縄振興の向かうべき方向と基本施策を示す

沖縄らしい景観形成の推進
○美ら島沖縄づくりガイドラインの策定
○景観アセスメントの推進
○予算による支援


